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○生活支援コーディネーターは、高齢者をはじめ地域にお住まいのみなさん

が、いつまでもいきいきと安心して生活できるよう、地域組織や関係団体、

社会福祉法人、民間企業などと連携しながら、日常生活の支援体制の充実

を図り、支え合いの仕組みづくりを推進する役割を担っています。 

 

○札幌市内においては、１０区に第第１１層層生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターー、２７の

地域包括支援センターエリアごとに第第２２層層生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターー（生

活支援推進員）が配置され、各担当地域で様々な取組みを展開しています。 

 

○本冊子では、第２層生活支援コーディネーターの取組みから、各区より１

事例をピックアップして紹介しています。生活支援コーディネーターの活

動について、理解を深めていただき、さらなる生活支援の充実、支え合い

の仕組みづくりに向けて、一層のご協力をいただければ幸いです。 
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「「すすすすめめよようう！！ひひろろげげよようう！！『『介介護護予予防防』』とと『『支支ええ合合いい』』」」

全全市市のの生生活活支支援援ココーーデディィネネーータターーがが集集ままるる会会議議・・研研修修会会

札幌市内の１０名の第１層生活支援コーディネーター、２７名の第２層生活支
援コーディネーター（生活支援推進員）が集まって、会議や研修会を定期的に開
催しています。

各コーディネーターが行う活動について情報交換を行ったり、全市的に共通し
た課題について議論したり等、お互いに高め合い、「支え合いの仕組みづくり」
に向けて共通認識を持って取り組んでいます！

令和６年度２回目の研修会（令和７年２月１８日（火）開催）では、地域にお
ける支え合い活動が盛んに行われている岡山市の生活支援コーディネーターの
方々とオンライン上で意見交換をしました。他都市の生活支援コーディネーター
同士の交流はこれが初めての取組みです！

【令和７年２⽉１５⽇（⼟）
＠チ・カ・ホ（札幌駅前通地下歩⾏空間）】

より多くの市民の方々に事業のことを知っていただこうと、周知啓発イベントを
初開催しました！

事業PRのパネル展示や体験コーナーの他、アンケートにご協力いただいた方に
はオリジナルグッズをプレゼントしました！老若男女問わず沢山の皆様にご来場
いただき、これまでこの事業に触れたことのない方々にPRすることができた貴重
な機会となりました♪

令和６年度における札幌市全体での取組み

札札幌幌市市生生活活支支援援推推進進連連絡絡会会（（市市協協議議体体））

第１回【令和６年８⽉２９⽇（⽊）開催】
ボランティア、民生委員、老人クラブ、ケアマネジャー、NPO、民間企業、行

政等多方面の方々に集まっていただき、支え合いの仕組みづくりに向けた協議の場
を目指しました。

意見交換の中で「高齢者が抱える困りごとって？困りごとに対する札幌市の強
み・弱みは？あったらいいなと思う仕組みは何でしょう？」をテーマに、５グルー
プに分かれて話し合い。様々な困り事（ニーズ）が出されました！

第２回【令和７年１⽉３１⽇（⾦）開催】
前回よりさらにメンバーを増やして総勢７０名の方にお集まりいただき、活発な

意見交換を行いました。
前回の協議体で出された２４個の困り事（ニーズ）を、８つのグループごとに解

決の必要性について優先順位が高いものに絞り、最終的に１６個の困り事（ニー
ズ）にまとめました！

令令和和７７年年度度以以降降、、
第第１１層層（（区区））、、第第２２層層
（（包包括括エエリリアア））ににおおいいてて、、
解解決決すすべべきき困困りり事事（（ニニーー
ズズ））をを絞絞っってて、、様様々々なな取取
組組みみをを展展開開ししまますす！！

困り事の一例

・移動手段（通院・買い物等）

・ゴミ関係
・重いものを動かす
・スマホ・インターネ

ット・家電の使い方

話し合った結果、様々な困り事（ニーズ）が出されました！

、
、
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「「生生活活支支援援等等ササーービビスス情情報報一一覧覧」」のの作作成成及及びび配配布布

生活支援コーディネーターは、それぞれの地域における生活支援に関するサー
ビスや場所の情報を把握する活動も行っています。

その情報を一覧表として整備し、地域住民をはじめ、高齢者等から相談を受け
る地域包括支援センターやケアマネジャー等の関係者にご活用いただき、介護保
険では対応しきれない、ちょっとした困りごとに応える一助となることを目指し
ています。

一覧表の掲載内容については、生活支援コーディネーターが地域の困りごとを
把握しながら、サービス等の情報収集を行っているため、区によって若干異なり
ます。

主な掲載情報としては、買い物支援サービス、家事支援サービス、外出支援
サービス、サロン等の集いの場等となっています。

▲掲載ページ
ＱＲコードhttps://www.sapporo-shakyo.or.jp/join/lifestyle_support/service_info.html

各区の「⽣活⽀援等サービス情報⼀覧」は各区
社会福祉協議会で配布している他、札幌市社協
のホームページ（下記ＵＲＬ）からダウンロード
が可能です。ぜひご活⽤ください！

サービス、サロン等の集いの場となっています。
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活動事例
２

北区 第２エリア 拓北・あいの⾥地区
「地域の⽀えあい活動が始まりました！」

取組の概要が分かる写真
を⼊れてください。

●具体的な取組内容
①アンケート調査の実施

地域で困りごとを抱えている人はどの程度いるのか、どういっ
たことで困っているかを把握すると同時に、ボランティアを募集
するため全戸配布のアンケートを実施しました。

②ボランティア集合！活動開始に向けた話し合い
最終的に20名近くの方にボランティアの志願をしてもらい

グループの立ち上げに向け話し合いの場が定期的に設けられ
ました。何ができて何ができないかなどをはじめ、様々なこ
とを時間をかけて検討しました。コーディネーターも参加し
都度状況の把握や助言に努めました。

③ついに活動開始！⾝近な⽣活をお助けします
話し合いを重ね、令和６年12月から活動を始めることがで

きました。この地区は雪が多く、活動開始から1ヶ月の間に除
雪の相談が2件入りました。除雪は基本活動ではなく要相談の
活動としていますが、自分たちで対処できるかきちんと現地
を確認し、2件とも迅速に対応しました。

⽣活⽀援コーディネーターとしての思い
「この町をよくしたい・困っている人の役に立ちたい」という強い思いを持つ人が集まり、

何度も話し合いを重ねて活動開始に至った団体。とりあえず走り出してみて、困ったことが出
てきたらその都度考えようということで始まったので、今後も継続して状況の把握や必要に応
じた助言等を行い、地域での支えあい活動を永く続けられるよう支援を続けていきます。

●事例の概要
地区社協主催の研修会にて、「この地域にも

ちょっとした困りごとをお手伝いしてくれる仕
組みがあると嬉しい」との声を受け、生活支援
ボランティア団体の立ち上げ計画がスタートし
ました。

●事例の地域の概要
「拓北」「あいの里」「南あいの里」と開発

された背景から、この順番で高齢化が進んでい
くと考えられ、現在「あいの里」が急速な高齢
化を迎えています。

▲LINEグループを作成し
連絡も取りやすく

活動事例
１

中央区 第３エリア 幌⻄地区
「啓明グランドハイツ集会場の活⽤について」

●具体的な取組内容
啓明グランドハイツ、A棟とB棟合わせて65戸のうち、65歳以上の高齢世帯

が47戸（72％）に達し、多くの高齢者が支援を必要としている現状を把握。
生活支援コーディネーターを含む関係機関と住民が連携し、集会場を活用した

支援活動として、定期的なイベントや活動を行いました。

活動を重ねるごとに参加者が増えており、地域住民の関心も高まっています。

⽣活⽀援コーディネーターとしての思い
地域住民や関係機関と協力し、孤立化や認知症の問題に対応するための支援活動を推進して

います。高齢者が安心して生活できる環境を提供するため、共用スペースを活用し、持続可能
な支援体制を構築することを目指しています。今後も地域住民のニーズに応じた活動を展開し、
地域との連携を強化していこうと思います。

●事例の概要
啓明グランドハイツでは、高齢化が進み、孤

立化や認知症の対応、住民同士の見守りが求め
られています。そのため、共用スペース（集会
場）を活用した支援活動を行っています。

●事例の地域の概要
啓明グランドハイツが所在する幌西地区第

15分区町内会エリアは、老齢人口が1,041人
と幌西地内で最も多く、高齢化率が31.3％と高
い地域です。

55月月: スマホ教室（5人参加） 66月月: 健康測定会（4人参加）
77月月: 成年後見制度説明会（6人参加） 88月月: ゆる元体操教室（6人参加）
99月月: 中川きぬゑ＆ウッキーライブ（9人参加）
1100月月: 啓明寄席（10人参加） 1111月月: フレイル予防教室（11人参加）
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活動事例
３

東区 第２エリア
「あなたの力を地域で活かそう！
～元町くらしのサポーターの活動から～」

●具体的な取組内容

生活支援コーディネーターとしての思い
元町くらしのサポーターの「何かやってみたい」の思いをかたちにするために、まちづくり連
合会、福まちの皆さんの取り組みに対しての理解と支援、関係機関の協力があり、今回の取り
組みが形になりました。この取り組みが地域に根付くよう、地域関係者、関係機関とともに元
町くらしのサポーターの活動を支えていきたいと思います。

●事例の概要

●事例の地域の概要

東区では「くらしのサポーター（※）養成講座」を令和４
年から開始。生活支援への関心のきっかけ、地域福祉活
動の担い手育成として各エリア毎に毎年実施しています。

≪元町くらしのサポーターからのこえ≫
いきなり生活支援に行くのは、今の自分たちには少し
ハードルの高い活動。でも、何かみんなで、
やってみたい・・・。
この声をきっかけに「協議体」を開催！！

「「元元町町かかふふぇぇ」」開開催催にに向向けけたた取取りり組組みみがが始始動動！！
令令和和６６年年６６月月２２９９日日にに記記念念すすべべきき 第第１１回回をを開開催催。。

令和５年度に開催した「元町くらしのサポー
ター養成講座」受講生の皆さんの、「地域に向
けて何かやってみたい！」の気持ちが「元町か
ふぇ」として形になった経過をお伝えします。

元町地区は地下鉄沿線に位置し交通の利便性は高
い地域となっている。高齢化率は24.7％と東区
内では一番低いが、市営住宅や戸建てが多い地域
では高齢化率が上昇し単身高齢者も増加している。

元元町町くくららしし
ののササポポーータターー

大きな鍋で作ると一層美味しいメニューを、
温かいうちにみんなで食べる時間は格別！！
食材を切るのも盛り付けも大人数だと大変だけど、
自分たちも楽しんで活動しています。
独居高齢者の参加が増えてほしいです。

元元町町ままちちづづ
くくりり連連合合会会

福福ままちち

東東区区社社協協

東東区区１１・・２２層層
生生活活支支援援ココーーデディィ
ネネーータタ――

介介護護予予防防セセンン
タターー元元町町

第第２２包包括括

区区保保健健師師

【【元元町町地地区区のの協協議議体体】】
くくららししののササポポーータターーをを中中心心にに開開催催

※くらしのサポーター：ちょっとした困りごとを手助けしてくれる方

地域づくりを一緒に進めてくれる方

元町地区

　元町くらしのサポーターの「何かやってみたい」の思いをかたちにするために、まちづくり
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らしのサポーターの活動を支えていきたいと思います。
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ふぇ」として形になった経過をお伝えします。

東区では「くらしのサポーター（※）養成講座」を令和４
年から開始。生活支援への関心のきっかけ、地域福祉活
動の担い手育成として各エリア毎に毎年実施しています。

≪元町くらしのサポーターからのこえ≫
いきなり生活支援に行くのは、今の自分たちには少し
ハードルの高い活動。でも、何かみんなで、
やってみたい・・・。
この声をきっかけに「協議体」を開催！！

※くらしのサポーター：ちょっとした困りごとを手助けしてくれる方

地域づくりを一緒に進めてくれる方

活動事例
４

⽩⽯区 第２エリア 北⽩⽯地区
「新たな集いの場創出から地域の⽀え合いに向け
た取り組み」

●具体的な取組内容

⽣活⽀援コーディネーターとしての思い
元々集いの場を開催してもなかなか参加者が集まらず人間関係が希薄な地区でした。良いメ

ンバーにも恵まれ、買い物やゴミ捨てを取っ掛かりに地域と関係機関のネットワーク構築を図
り、新たな娯楽の場を創設できました。支える側に過度な負担が掛かっている現状も把握でき、
今後はより綿密な協議を重ねて支える側・支えられる側双方が安心できる地域を目指します。

●事例の概要
「地区に活気を取り戻そう！」を合言葉に協議

体と地区地域ケア会議が連携、地域の協力を得て
住民の娯楽の場となる新たな集いの場創出。地域
の支え合いに向けて協議を進めています。

●事例の地域の概要
集いの場やボランティアに参加する方が減少、

特に男性参加者が少ない。コロナの影響もあり閉
じこもりがちとなり足腰の筋力低下でフレイルに
ついて相談が増えている。認知症が重症化してか
らの専門機関への相談が課題となっています。

ああ◇◇令令和和５５年年 ５５月月 第第１１回回北北郷郷東東町町内内会会協協議議体体
【地域と関係機関のネットワーク構築を目指して】

住民より買い物やゴミ捨てに困っている相談が多く寄せられています。
課題解決に向けて地域と関係機関が初めて話し合う協議体を設置。出席
者より担い手不足や介護予防に繋がる場所がないことなど幅広い意見が
出され、地域と関係機関を横断する内容が話し合われました。

◇◇令令和和５５年年 ９９月月 北北白白石石地地区区地地域域ケケアア会会議議
【北郷東地区の社会資源の充実に向けて】

閉じこもりが原因でフレイルや認知症の方が増えている中、交流の場
が少なく集いの場を求める声があがりました。会議では定年退職後の男
性や前期高齢者のフレイル予防に向けて話し合いが行われ、新たな集い
の場創出を目指して地域と関係機関が連携することとなりました。

◆◆令令和和６６年年 １１月月 新新たたなな集集いいのの場場「「地地域域交交流流 娯娯楽楽のの日日」」ススタターートト
【男性だけではなく、みんなが自由に過ごせる娯楽の場を創設】

町内会役員を中心に役割分担、ワンコインで昼食を提供するスタイ
ルの娯楽の場がスタート。生活応援ボランティア「ひだまり」を講師
に健康体操の支援を受け、脳トレや麻雀などを取り入れフレイル予防
を視野に開催。笑い声や笑顔あふれる交流の場になっています。

◇◇令令和和６６年年１１１１月月 第第２２回回北北郷郷東東町町内内会会協協議議体体
【ひとり暮らし高齢者をささえる担い手の負担軽減に向けて】

ひとり暮らしで話し相手や困った時に頼れる方がいない住民が増えて
います。町内会や民生委員が傾聴し、ケースにより関係機関へ繋いでい
ますが、協力のさじ加減できりがなくなってしまう等支える側に過度な
負担が掛かっている現状を踏まえ、今後も協議を続けていきます。
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に健康体操の支援を受け、脳トレや麻雀などを取り入れフレイル予防
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ひとり暮らしで話し相手や困った時に頼れる方がいない住民が増えて
います。町内会や民生委員が傾聴し、ケースにより関係機関へ繋いでい
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取組み」
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活動事例
５

厚別区 第２エリア ⻘葉地区
「あさがお会買い物ツアー再開に向けた取組み」

●具体的な取組内容

⽣活⽀援コーディネーターとしての思い
日頃から見守りや、交流の場を定期的に開くなど、人との繋がりや、支え合いを大切にして

いる自治会だからこそ、順調に進みました。「楽しみにしてくれる人たちのためにも、ここで
終わらせないで、協力してくれる法人とも一緒に焦らず無理せずやっていこう」というの皆さ
んの言葉を実現するためにも、継続できる取組みとして、これからもお手伝いしていきたいと
思います。

●事例の概要
社会福祉法人に車両を出してもらい、自治会

で買い物ツアーを実施していましたが、コロナ
禍で休止となっていました。感染症が５類に
なったことを機に、自治会と一緒に、社会福祉
法人に改めて働きかけ、再開へとつなげました。

●事例の地域の概要
青葉地区は、高齢化率が50％弱と高いもの

の、大型スーパーがありません。住民の多くは
隣接する地区に買い物へ行きますが、交通手段
は不便という課題があります。

令和６年４月
活動の具体的な内容を決めていく

・棟ごとの参加人数の取りまとめ
・車両ごとの責任者を決める
・送迎方法や緊急時の対応
・当日の流れを確認 等

。

令令和和６６年年４４月月２２３３日日 つついいにに再再開開！！
ボボラランンテティィアア含含めめ３３２２名名がが参参加加

令和５年１２月
買い物ツアー再開に向け始動

「買い物ツアー再開しないの？」
「買い物に行きたいけど何とかな
らないのかな･･･」などの声が自
治会会長や役員に届いていたこと
を把握。

令和６年１月
再開を目指した話し合い（協議体）を開催

コロナ禍により４年間活動を中止しており、社会
福祉法人の担当職員も異動等で変わっていました。
利用されていた方の心身の状況も変化が出てきて
いる中で、どのように再開したらよいか、再開の
ためには何が必要かを話し合いました。

令和６年１０月
活動継続のための話し合いを実施

今後も、この活動を続けられるよ
う定期的に集まり、情報や思いを
共有していくこととなりました。

足を悪くしてから、歩いて買い物に行く
のが大変でね。
このツアーのおかげで助かっているよ！

社社会会福福祉祉法法人人のの協協力力もも得得ななががらら……

活動事例
６

豊平区 第２エリア 福住地区
「シニアのためのスマホの会」

●具体的な取組内容

⽣活⽀援コーディネーターとしての思い

●事例の概要
地域のスマホへのニーズをきっかけに、地域

の住民同士の交流の場や生活の困りごとを気軽
に相談できる場になった。また、地域住民が
「スマホの会」の企画運営を自主的に運営する
ことになった。
●事例の地域の概要

人口16,501人、高齢化率29.4%。地下鉄東
豊線 「福住駅」があり、比較的交通に恵まれる。

地区の 南側は一戸建てが多く、地区の北側
（地下鉄側）は共同住宅が多い。

当初は、「スマホの会」を気軽に相談・交流できる場にし、かつ、会の継続と自主運営を
目標に後方支援してきました。現在は自主運営となっても楽しく、気軽に相談・交流できる
場になっています。今後は、生活支援の相談に繋げていければと考えています。

ススママホホをを題題材材にに気気軽軽にに相相談談・・交交流流ででききるる場場づづくくりりとと担担いい手手発発掘掘

①令和5年度にスマホの困りごとを解消するスマホ座談会を介護予防センターと協力して開催、
終了後のアンケート結果では「アプリダウンロードや写真添付などの困りごとが多く、座談
会を定期的に開催してほしい。」との意見がありました。

②福住地区町内会連合会ではICT化を推進していたため、まちづくり協議会（まちづくりを目
的とした住民活動団体）の協力を得ることができました。

③令和6年度は「シニアのためのスマホの会」（主催：まちづくり協議会、協力：介護予防セ
ンター、豊平区生活支援推進員）を6～10月まで開催しています。

11 地地域域資資源源をを活活かかすす
会場は集約が見込める地域にある会館を利
用し、まちづくり協議会とスマホ座談会か
らのボランティアが主体的に参加。

22 「「ススママホホのの会会」」のの内内容容をを決決定定
当初はスマホ座談会のアンケート結果から
会の内容とテーマを決定し、第３回目以降
は参加者の希望をボランティアも含めた運
営に携わる住民などで決定。

33 「「ススママホホのの会会」」のの運運営営
各回の開催前後に、まちづくり協議会やボ
ランティア等の住民を中心に役割分担の確
認や振り返り等を実施。

44 「「ススママホホのの会会」」のの更更ななるる発発展展
スマホ以外の困りごとを解決する場を創設。

地地域域資資源源をを活活かかすすことにより、地域に馴染ん
だ住民が参加しやすい場所となりました。地
域の担い手がスマホの教え手のため、相談し
やすい状況となったことも重要なポイントです。

ボボラランンテティィアアやや参参加加者者のの意意向向をを重重視視しし、、会の
運営はボランティアと協議・検討、情報共有
に努めました。困りごとの相談だけでなく雑
談などの会話に重点を置きました。

将将来来のの自自主主運運営営をを意意識識してもらうため、ボラ
ンティアの方が継続可能で、わかりやすい方
法を模索しました。

会会のの参参加加者者がが新新たたなな担担いい手手ととななるるよよううにに、、
コーディネーターが定期的に生活支援の講
話を行い、自然に助け合いへの関心を持て
るような関わりを続けています。

コロナ禍により４年間活動を中止しており、社会
福祉法人の担当職員も異動等で変わっていました。
利用されていた方の心身の状況も変化が出てきて
いる中で、どのように再開したらよいか、再開の
ためには何が必要かを、社会福祉法人職員も交え
て話し合いました。
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　地域のスマホへのニーズをきっかけに、地域の
住民同士の交流の場や生活の困りごとを気軽に相
談できる場になりました。また、地域住民が「ス
マホの会」の企画運営を自主的に運営することに
なりました。

　人口16,501人、高齢化率29.4%。地下鉄東豊
線「福住駅」があり、比較的交通に恵まれていま
す。地区の 南側は一戸建てが多く、地区の北側
（地下鉄側）は共同住宅が多くなっています。



活動事例
７

清⽥区 第１エリア 平岡地区
「ロピア平岡Ⅱにおける⾼齢者の⽣活に関する
懇談会」

●具体的な取組内容

⽣活⽀援コーディネーターとしての思い
理事会に親睦会の活動へ協力いただけることになり、活動や周知の幅も広がったと思います。
アンケート調査では、困っていることの把握に加え、見守り活動にも役立てられるよう個人

情報の同意を得る設問も入れる予定となっています。
今後はアンケートとサロンを活かした支え合い活動を皆さんと考えていきたいです。

●事例の概要
サロン運営を行う中で生じた課題や悩みを解

決するため、懇談会（協議体）を実施し、課題
解決や今後の取組みについて意見交換を行いま
した。

●事例の地域の概要
築３２年で高齢化が進んでいるマンション。
町内会に未加入であり、自治会発足もされて

いないため、町連にも加入できないことから地
域の情報が届きにくくなっています。

令和5年度に親睦会役員より「高齢者
の孤立防止や社会参加のきっかけとして、
コロナ禍で中止していた茶話会をサロン
として復活させたい」という相談から、
懇談会（協議体）を経てサロンとして再
始動しました。

しかし

１年が経過し、参加メンバーの固定化や理事会の協力
が得られないなどの課題や悩みが生じていました。

そこで

改めて課題解決のため懇談会（協議体）
を開催しました。

懇談会を通して、課題や悩みの解決だけ
ではなく、生活状況を把握するためのアン
ケート調査を実施する等、今後の取り組み
についての話し合いも行われました。
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　新発寒寿会（以下、「寿会」）は、令和５年度から福祉
除雪事業の地域協力員として団体登録し活動している区内
唯一の老人クラブです。

令和５年度に初めて福祉除雪の地域協力員として

団体登録➡会員7名・3軒の担当でスタート。

寿 会＝福祉除雪地域協力員



≪２層協議体会議の開催状況≫
※赤字は令和６年度に設置された協議体

№ 中央区　２層協議体
１ 桑園地区
２ 中央地区 (第８町内会）
３ 宮の森大倉山地区
４ 山鼻地区 (第２町内会、北海道札幌南高校）
５ 円山地区（UR 北12 条団地）
６ 東地区（おちゃのま）
７ 曙地区（札幌静修高校）
８ 西地区（秀和南七・八条レジデンス）
９ 幌西地区（啓明グランドハイツ）
10 南円山地区（旭ヶ丘南町内会）

№ 北区　２層協議体
11 幌北地区
12 篠路茨戸地区
13 新琴似西地区
14 屯田地区（屯田団地町内会）
15 新琴似地区
16 鉄西地区（アパガーデンパレス札幌駅西）
17 麻生地区
18 太平百合が原地区
19 北地区
20 拓北・あいの里地区

№ 東区　２層協議体
21 北栄地区 (美香保町内）
22 元町地区(一区町内会、三区町内会、元町福祉専門部会）

23 栄西地区 (第４分区、福まち、単町会長等、第１分
区、第２分区、くらしのサポーター養成講座修了生）

24 札苗地区 (中沼団地町内会、モエレ町内会、札苗
南町内会、札苗あゆみ町内会）

25 伏古本町地区 (伏古団地自治会、共栄西町内会、
伏古本町地区福まち・関係機関・学生）

26 丘珠地区 (丘珠みなみ町内会、栄ケ丘会館近隣町
内会等、北丘珠エリア町内会）

27 北光地区 (すこやか倶楽部・自主G、道営光星２号
棟自治会）

28 栄東地区
29 鉄東地区
30 苗穂東地区（道営苗穂グリーン団地自治会）

№ 白石区　２層協議体

31 白石地区（白石中央第５町内会、UR本郷団地、南
郷丘町内会）

32 菊の里地区（米里町内会、菊の里地区福まち）

33 東白石地区 (本郷町内会、白石老人福祉センター、
親郷長正学園）

34 東札幌地区 ( 東札幌６条団地）
35 北東白石地区（北都町内会）
36 白石東地区（栄自治会、柏山会）
37 北白石地区（北郷東町内会）
38 菊水地区（菊水上町連合町内会）

№ 厚別区　２層協議体
39 厚別南地区
40 厚別中央地区
41 厚別東地区（小野幌クラブ）
42 もみじ台地区
43 厚別西地区
44 青葉地区（青葉町 E・F団地あさがお会）

丘珠

伏古本町

北栄

元町

北光

苗穂東苗穂東

栄西

栄東

鉄東

札苗

手稲鉄北

稲穂金山 富丘
西宮の沢

新発寒前田

手稲

発寒北 八軒

琴似

西町

西野

山の手

発寒 清田中央

北野

平岡

里塚・
美しが丘

清田

厚別西
厚別東

もみじ台

厚別中央 葉青葉青

厚別南

藻岩下

真駒内

澄川澄川

藻岩

南沢

石山

芸術の森

藤野

簾舞

定山渓

菊の里

白石

東白石

白石東

東札幌
菊水

北白石 北東白石

豊平 美園 月寒

東月寒東月寒
平岸

南平岸

福住

西岡中の島

鉄西

幌北

北北

麻生新琴似新琴似西

屯田屯田

太平
百合が原

篠路茨戸

拓北・
あいの里

東
中央

桑園

円山

西西 曙

山鼻幌西

南円山

宮の森
大倉山

星置

八軒中央

新川

豊水

苗穂

東北

西創成

本府

大通

16 17



№ 豊平区　２層協議体
45 中の島地区（１区町内会）
46 月寒地区（西月寒団地、月寒東団地）
47 西岡地区（西岡北団地、西岡南団地）

48 福住地区 (老人クラブ、福住さつき町内会、まちづ
くり協議会）

49 豊平地区（旭水町内会、第一分区町内会、豊平鉄
南エリア）

50 美園地区
51 平岸地区（南平岸地区合同、新木の花団地）

52 南平岸地区（平岸地区合同、高台周辺エリア８町内
会、グランドハイツ平岸台、東急ドエル平岸台）

53 東月寒地区

№ 清田区　２層協議体

54 北野地区（北野 641自治、北野グリーンタウン自
治会、北野新和町内会）

55 清田中央地区（清田南若葉会・清田自治会、清田
西町町内会・清田団地元町町内会）

56 平岡地区（平岡三条団地自治会・平岡春風台町内会、
平岡小学校前町内会、ロピア平岡Ⅱ）

57 里塚・美しが丘地区（里塚団地自治会、美里町内会、
美しが丘団地自治会）

58 清田地区（真栄団地町内会）

№ 南区　２層協議体

59 石山地区（石山五区第一町内会、石山ヒルタウン町
内会）

60 藤野地区
61 藻岩下地区（藻岩下第10 町内会、藻岩下第３町内会）
62 南沢地区

63 真駒内区（URあけぼの団地、真駒内緑町第一住宅
団地）

64 定山渓地区

65 藻岩地区（中ノ沢地区、市営川沿団地自治会、北ノ
沢王子団地町内会）

66 芸術の森地区
67 澄川地区（新陽町内会）
68 簾舞地区（第６ブロック）

№ 西区　２層協議体
69 琴似二十四軒地区（ラポール二十四軒）
70 山の手地区（やまべェのつどい運営委員会）
71 発寒地区
72 西野地区（平和第一町内会、昭和地区）
73 西町地区（宮の沢町内会）
74 発寒北地区

75 八軒地区（NPO法人あかはなスマイルキッズ、八軒
東地区）

№ 手稲区　２層協議体
76 富丘西宮の沢地区
77 手稲中央地区
78 前田地区（ひまわり町内会）

79 手稲鉄北地区（稲山連合町内会、手稲鉄北地区福
まち）

80 稲穂金山地区（金山連合町内会）
81 新発寒地区（新発寒寿会、新発寒わらび連合町内会）

＜令和７年３月現在＞

丘珠

伏古本町

北栄

元町

北光

苗穂東苗穂東

栄西

栄東

鉄東

札苗

手稲鉄北

稲穂金山 富丘
西宮の沢

新発寒前田

手稲

発寒北 八軒

琴似

西町

西野

山の手

発寒 清田中央

北野

平岡

里塚・
美しが丘

清田

厚別西
厚別東

もみじ台

厚別中央 葉青葉青

厚別南

藻岩下

真駒内

澄川澄川

藻岩

南沢

石山

芸術の森

藤野

簾舞

定山渓

菊の里

白石

東白石

白石東

東札幌
菊水

北白石 北東白石

豊平 美園 月寒

東月寒東月寒
平岸

南平岸

福住

西岡中の島

鉄西

幌北

北北

麻生新琴似新琴似西

屯田屯田

太平
百合が原

篠路茨戸

拓北・
あいの里

東
中央

桑園

円山

西西 曙

山鼻幌西

南円山

宮の森
大倉山

星置

八軒中央

新川

豊水

苗穂

東北

西創成

本府

大通

16 17



生活支援体制整備事業についてのお問い合わせは、札幌市社会福祉協議会もしくは第１層生活 

支援コーディネーターが配置されている区社会福祉協議会へご連絡ください。  

名名  称称  所所  在在  地地  電電話話番番号号  

中央区社会福祉協議会 
札幌市中央区南３条西１１丁目 

中央区複合庁舎 5 階
２８１－６１１３ 

北 区社会福祉協議会 
札幌市北区北２４条西６丁目 

北区役所１階 
７５７－２４８２ 

東 区社会福祉協議会 
札幌市東区北１１条東７丁目 

東区民センター１階 
７４１－６４４０ 

白石区社会福祉協議会 
札幌市白石区南郷通１丁目南８ 

白石区複合庁舎１階 
８６１－３７００ 

厚別区社会福祉協議会 
札幌市厚別区厚別中央１条５丁目 

厚別区民センター１階 
８９５－２４８３ 

豊平区社会福祉協議会 
札幌市豊平区平岸６条１０丁目 

豊平区民センター１階 
８１５－２９４０ 

清田区社会福祉協議会 
札幌市清田区平岡１条１丁目 

清田区総合庁舎３階 
８８９－２４９１ 

南 区社会福祉協議会 
札幌市南区真駒内幸町２丁目 

南区役所３階 
５８２－２４１５ 

西 区社会福祉協議会 
札幌市西区琴似２条７丁目 

西区役所１階 
６４１－６９９６ 

手稲区社会福祉協議会 
札幌市手稲区前田１条１１丁目 

手稲区民センター１階 
６８１－２６４４ 

札幌市社会福祉協議会 
札幌市中央区大通西１９丁目１－１ 

札幌市社会福祉総合センター３階 
６１４－３３４４ 

●作 成 社会福祉法人 札幌市社会福祉協議会、各区社会福祉協議会 ／ 

労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団 ／ 社会医療法人 豊生会 ／ 

医療法人 重仁会 ／ 社会医療法人 恵和会 ／ 医療法人 愛全会 

●問合せ 社会福祉法人 札幌市社会福祉協議会 

札幌市中央区大通西１９丁目１－１札幌市社会福祉総合センター３階 

ＴＥＬ：011-614-3344 ＦＡＸ：011-614-1109

●発行日 令和７年３月 


